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　平成28年６月３日の朝、伊達悦子先生が永眠されました。
　前年から体調を崩されることが多くなっており、お痩せになられたなと感じていたとこ
ろに、「入院された」と突然知らせが入ったことを覚えております。もともと循環器系の
持病をお持ちで、同じ循環器系の疾患を抱えている私は何度も先生から励ましのお言葉を
いただいておりました。「入院」という言葉を聞いた時は、持病の疾患の治療のためのも
のなのかと考えておりました。しかし、お見舞いに行かせていただいた時に、原因が腫瘍
であり、治癒の可能性が何%ぐらいであるのかについて冷静にお話しくださいました。そ
して何より心配されていたことは、先生が大学の臨床心理センターで相談を担当されてい
たクライエント（相談者）のことでした。その後も先生は、指導の場を研究室から病室へ
と移し、多くの教え子たちがスーパービジョン（臨床指導）を受けに訪れていました。い
つもと変わらず、厳しく熱のこもった指導をされていたと聞いております。まさに心理臨
床家として、最後まで自らの意思を全うされたのだと思います。
　伊達悦子先生は、昭和42年に長野県諏訪児童相談所に入職され、心理臨床家としての道
を歩み始めました。その後、昭和44年に栃木県に移られ、中央児童相談所、県北児童相談所、
県南児童相談所の栃木県全域でお仕事をなさってきました。当時は第２次ベビーブームの
ころであり、さまざまな子どもの問題が起こっていた頃でした。先生もさまざまな問題に
対応すべく走り回られていたというお話を、ご一緒させていただいた大学院の実習の授業
で何度も聞かせていただきました。伊達先生の尽力のおかげで、大学院生の児童相談所実
習はとても充実したプログラムを提供していただいております。また、大学院修了生の児
童相談所へ就職する人数は、他の領域と比較して群を抜いて高い実績となっております。
　その後昭和54年に人事異動により、栃木県立保育専門学院に移られました。それまで臨
床漬けの生活を送っていた先生は、新しく若い保育士を育てるという仕事に興味を持ちつ
つも、心理臨床への未練が断ち切れなかったとのことでした。そんな時に作新学院女子短
期大学へと誘いの声がかかります。先生も教育の仕事の一方で、公務員でなくなるから心
理臨床の仕事も再開できると期待して転職を決意されます。
　この時から作新学院の一員として、教育に、心理臨床に約30年にわたり関わっていくこ
とになります。昭和61年に作新学院女子短期大学幼児教育科助教授、平成７年作新学院女
子短期大学付属幼稚園園長と心理臨床活動の一方で多くの保育士や幼稚園教諭を育てるこ
ととなります。この当時の教え子が中心となって、幼児教育の各現場を引っ張っていくこ
とになります。そのような中、作新学院大学でも心理臨床家を養成するという動きがあり、
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平成18年に作新学院大学人間文化学部および大学院心理学研究科へ移られることになりま
す。特に大学院では臨床心理士の養成を行っていくことになり、これには㈶臨床心理士資
格認定協会の厳しい認可基準をクリアする必要がありました。附属の相談室も設置する必
要があり、それこそさまざまな関係機関を走り回りやっとの思いで大学院や附属相談室を
作り上げていったと聞いております。そんな伊達先生の思いがたくさん詰まった大学院心
理学研究科も平成28年度で開設10周年を迎え、実に100名以上の修了生を送り出し、多く
の修了生が臨床心理士として栃木県内の心理臨床界で活躍しております。また臨床心理セ
ンターは地域社会に根差す心理臨床における重要な相談機関として、年間1500件もの相談
を受ける機関に成長いたしました。
　また伊達先生のご活躍は作新学院にとどまらず、平成元年：栃木県青少年健全育成審議
会委員会委員長、平成４年：全国保母養成協議会理事、平成８年：宇都宮市社会福祉審議
会委員長、平成９年：ＮＰＯ法人青少年の自立を支える会理事長、平成18年：栃木県臨床
心理士会会長、平成21年：国際幼児教育学会理事等々、栃木県内を中心として多くの領域
や機関でご活躍されました。
　私が強く思い出すのは、大学院生に心理臨床の実習の授業において、自らの臨床経験を
懐かしそうに語る先生のお姿です。心理臨床家としてさまざまな苦悩を抱え、葛藤し、何
とかクライエントのための道を見出していくお話しに、大学院生と一緒にとても勉強させ
ていただいておりました。そんな私が、最近同じ授業の中で自分の臨床経験を語っている
ことに気づき、とても照れ臭く、何を若輩者がとの思いになったりもしております。
　伊達悦子先生、先生が教え残してくれた心理臨床家魂は、しっかりと次の代へと伝わり、
そして繋がっております。これからもわれわれ心理臨床家を温かく、そして時に厳しく見
守っていて下さい。
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Ⅰ．主要履歴
　１．学歴および職歴
1967（昭和42）年	 日本大学文理学部心理学科卒業
	 長野県技術吏員（臨床心理判定員）
1969（昭和44）年	 栃木県技術吏員（臨床心理判定員）
1981（昭和56）年	 作新学院女子短期大学幼児教育科講師
1986（昭和61）年	 作新学院女子短期大学幼児教育科助教授
1993（平成５）年	 作新学院女子短期大学幼児教育科教授
1995（平成７）年	 作新学院女子短期大学附属幼稚園園長
2006（平成18）年	 作新学院大学人間文化学部教授
	 作新学院大学大学院心理学研究科教授
2010（平成22）年	 作新学院大学大学院心理学研究科科長
2013（平成25）年	 作新学院大学人間文化学部特任教授
	 作新学院大学大学院心理学研究科特任教授
	 作新学院大学名誉教授
2016（平成28）年	 死去
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　２．社会的活動
栃木県臨床心理士会理事
宇都宮市社会福祉審議会委員　児童福祉専門分科会会長
被害者支援センターとちぎ理事
とちぎ子ども学会理事・事務局長
栃木県教育委員会スクールカウンセリング　スーパーヴァイザー
栃木いのちの電話理事
下野新聞「子育て相談室」執筆
栃木県警察本部被害者支援連絡協議会副会長
Ⅱ．主要業績
「いじめ・いじめ群発自殺現象の考察」2008年６月　とちぎ子ども学会
「保育所における子どもの人間関係と課題解決能力の構築」那須塩原市保育研究会　
2009年２月
「保育士をめざす人の社会的養護；第１章「児童養護と保育士」」　㈱みらい　2012年２
月　p.11-21　編著
「保育士をめざす人の児童家庭福祉：第１章「現代の児童家庭福祉と保育士」」　㈱みら
い　2012年２月　p.11-22　編著
「中年期就業者の「こころの病い」の構図」作大論集第３号　2013年３月　共著
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